
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

過す

ぎ
来こ

し
方か

た

「
平
成
」
を
思
い
な
が
ら
、
新
時
代

「
令
和
」
の
市
長
通
信
第
１
号
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
「
五
月
の
朝
と
新
緑
と
薫
風
は
私
の
生
活
を
貴
族
に

す
る
」
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎
。
令
和
元
年
の
始
ま
り
が
、

こ
の
よ
う
な
爽
や
か
な
日
で
あ
り
時
代
で
あ
れ
ば
と
念

じ
ま
す
。

　

近
代
日
本
の
揺よ

う

籃ら
ん

期き

で
あ
る
「
明
治
」
は
、
志
を

も
っ
て
坂
の
上
の
雲
を
め
ざ
し
た
新
国
家
建
設
の
時
代

で
し
た
。

　

続
く
「
大
正
」
は
、
文
化
の
開
化
、
ロ
マ
ン
の
時
代
。

20
世
紀
の
青
春
と
も
評
さ
れ
ま
し
た
が
、
歴
史
を
振
り

返
る
と
、
太
平
洋
戦
争
で
は
、
前
線
で
戦
っ
た
兵
士
の

ほ
と
ん
ど
は
、
大
正
生
ま
れ
の
大
正
人
だ
っ
た
と
い
う

不
幸
な
時
代
と
も
言
え
ま
す
。

　

続
く
「
昭
和
」
は
、
戦
争
と
復
興
の
２
つ
の
側
面
を

持
っ
た
、
日
本
の
歴
史
上
、
最
も
密
度
の
濃
い
時
代
と

言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
「
平
成
」
は
、「
平
和
の
う
ち
に
こ
と
を
成

就
す
る
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
争
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
宣
戦
布
告
な
し
に
や
っ
て
来
る
大

災
害
が
続
き
、
今
後
の
本
格
的
な
人
口
減
少
と
超
高
齢

化
の
入
り
口
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、「
令
和
」
の
時
代
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の

時
代
の
主
人
公
と
な
る
全
国
の
中
高
生
、
約
２
万
１
０

０
０
人
に
、
昨
年
末
「
読
売
中
高
生
新
聞
」
が
ど
ん
な

時
代
を
求
め
る
か
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
第

１
位
「
平
和
」
８
６
２
３
票
、
第
２
位
「
安
全
」
６

１
１
７
票
、
第
３
位
「
安
心
」
４
８
１
６
票
と
な
り
、

編
集
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
３
つ
は
人
の
命
を
守
ろ
う

と
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
個
人
は
こ
の
上
に
「
一
視
同
仁
」
を
加
え
、
博
愛

の
時
代
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
時
代
の
転
換
点
の
大
き
な
話
題
で

す
が
、
５
年
後
に
発
行
さ
れ
る
新
札
の
話
題
で
す
。

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
お
札
の
肖
像
は
、
福
沢
諭

吉
56
歳
、
樋
口
一
葉
23
歳
、
野
口
英
世
41
歳
の
も
の

で
す
。
新
札
は
、
渋
沢
栄
一
70
歳
、
津
田
梅
子
36
歳
、

北
里
柴
三
郎
57
歳
だ
そ
う
で
す
。

　

一
万
円
の
渋
沢
栄
一
は
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」

と
し
て
「
限
り
な
い
資
本
を
活
用
す
る
資
格
と
は
何

で
あ
る
か
、
そ
れ
は
信
用
で
あ
る
」
と
の
持
論
で
、

経
済
と
道
徳
の
合
一
を
唱
え
、
氏
が
創
業
に
関
わ
っ

た
企
業
は
４
８
０
社
余
り
、
そ
の
う
ち
約
３
０
０
社

が
現
在
で
も
何
ら
か
の
形
態
で
事
業
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

企
業
が
本
来
持
つ
社
会
的
責
任
を
説
い
た
渋
沢
が

新
札
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
在
の
日
本
経
済
の

あ
り
方
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
16
日
書

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
阿
南
市
産
等
大
理
石
一
式

徳
島
市　

石
田
啓
祐
様
か
ら
阿

南
市
の
歴
史
文
化
史
料
と
し
て

●
車
い
す
１
台
（
ク
リ
ー
ン

ピ
ュ
ア
に
設
置
）

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
か
ら
公

共
施
設
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
充
実
の
た
め

加
茂
谷
中
学
校
へ

●
図
書
20
万
円
分

西
宮
市　

株
式
会
社
メ
ッ
ク
テ

ク
ニ
カ　

代
表
取
締
役　

松
本

正
人
様
か
ら
学
校
図
書
充
実
の

た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

事
業
申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業　
▼
独
自
性
・
創
造
性

に
富
み
将
来
的
に
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
事
業
▼
伝
統
文
化
の

継
承
と
新
し
い
地
域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業
▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
▼
地
域
づ
く
り
の

人
材
育
成
を
め
ざ
し
た
事
業

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
７
日
㈫
～
24
日

㈮※
交
付
の
可
否
等
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

第
43
回
（
平
成
31
年
度
）

成
人
大
学
第
１
回
講
座

　

成
人
大
学
は
、
講
演
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て

い
る
生
涯
学
習
講
座
で
す
。
今
回

の
講
座
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
㈰　

午
後
３
時

30
分
開
始
予
定

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
演
講
師　
海
陽
町
長　

三
浦
茂

貴
さ
ん

講
師
紹
介　
温
故
知
新
の
精
神
を

持
ち
つ
つ
前
例
を
打
破
し
な
が
ら
、

地
に
着
い
た
夢
を
持
つ
政
治
を
展

開
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

町
長
で
す
。

講
演
内
容　
歴
史
か
ら
見
る
定
住

自
立
圏

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

～ 

令
和 

～
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